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は
じ
め
に
寛永十二年（一六三五）、江戸幕府は支那商船に対して互市は
以後長崎に限る旨を今し、同十六年（一六三九）の夏には第五回
にして最後の鎖国令を発して、ポルトガル人のガレウタ船の来航
を禁止するに到って国を鎖閉することとなった。さらに同十八年
阿蘭陀通詞馬場佐十即の天文台勤務とその業績（片桐）
七六五四三二 阿藺
陀
通
詞
馬
場
佐
十
郎
の
は
じ
め
に
修学・経歴
天
文
台
勤
務
異
国
船
応
接
語
学
に
関
す
る
業
績
一
文
法
書
語
学
に
関
す
る
業
績
二
会
話
書
・
単
語
集
世界地理・歴史に関する業績
自然科学に関する業績
結
言 天
文
台
勤
務
と
そ
の
業
績二六四一）、先にポルトガル商人のために造った長崎の出島に、
欧人にして唯一の商人として残ったオランダ人を平戸から移転せ
しめることによって鎖国体制を完成した。以後安政元年（一八五
四）の開港に到るまで二一四年の長年月、極限された地・長崎に
お
い
て
蘭
・
支
二
国
の
商
船
を
限
っ
て
、
通
商
が
許
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
のである。
永い鎖国時代を通じてオランダはヨーロッ。〈人としての対日貿
易を独占した。一方、江戸幕府ならびにわが識者はオランダ人を
通じてヨーロッ。〈世界の情勢を探知し、西欧文化・技術を輸入し
たのであった。この期間、日蘭両国人の間に立って、通訳官兼商
務官として実地の衝に携ったのが阿蘭陀通詞である。
阿蘭陀通詞は平戸時代・長崎時代を通じて存在し、その数は万
を越すとも考えられる。彼ら通詞の中からは語学の才に恵まれ、
進んで西欧学術の修得に手を染め、史上その名を逸することので
きない成果をあげた者も少なくない。本稿で述べる馬場佐十即は
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幕末期の有能な阿蘭陀通詞であったにもかかわらず、関係史料の
不足からか、兎角研究の進まない人物であった。幸い、学界の馬
場佐十郎に対する関心も近時高まり、調査研究の成果も上がって
きている。筆者も年来彼の生涯とその業績に関心をもって史料の
採訪を続けてきたので、管見ながら学界における未紹介史料も加
えて、彼の活躍分野を考察し、その業績を整理して評価を加えて
承たいと思う。
｜
修
学
・
経
歴
馬場佐十郎は天明七年二七八七）長崎に生まれた。これは墓
碑銘の殿年から逆算した年である。父は三栖谷敬平といい、母は
下川氏。認を貞由、字は職夫、穀里と号し、佐十即はその通称で
ある。本姓は三栖谷氏であった。欧文では因四・目目Ｈ・と署名し、
のちオランダ商館長ヘンドリック・ドウーフ国の己吋涛己・の魚か
ら
ア
ブ
ラ
ハ
ム
レ
ヮ
日
盲
目
な
る
オ
ラ
ン
ダ
雅
名
を
貰
っ
て
署
名
に
使
用
してもいる。三栖谷氏は長崎の金持で、阿蘭陀通詞馬場家の株を
買って馬場氏を称した人といわれている。伯兄の馬場貞歴（為八
郎）は子が無かったので佐十郎を養って胴とした。幼少の事蹟は
（１）
一切不明である。
彼の語学の修得は伯兄馬場為八郎の影響下に加えて、享和三年
（一八○三）から文化二年（一八○五）にかけて阿蘭陀通詞の出
身でオランダ文法書の著作などに業績をあげた志筑忠雄（中野柳
圃）に師事してオランダ語を学び、さらには来日中のオランダ商
館長ヘンドリック・ドウーフやヤン・コック・ブロムホフ百口
七四
○・・丙団］・目ご魚にフランス語、英語の指導を受けたことによっ
て進歩が著しかったようである。また、幕府に出仕後、松前に来
航した露船との応接に出張した際には、ゴローーーンからロシア語
をも学んだ。
板沢武雄博士は馬場佐十郎が伯兄為八郎の文化二年における長
崎
で
の
露
国
遣
日
使
節
レ
ザ
ノ
フ
寄
困
目
・
『
と
の
談
判
に
際
し
て
通
訳
ならびに幕府の答書の蘭訳の功により翌三年小涌詞格に進んだ。
とされているが、これは板沢博士の依拠された呉秀三博士の「為
（２）
八郎が小通詞格に進んだ」と記された箇所の読承違いである。
ドウーフの商館日誌の一八○八年四月三○日の条に「小通詞為
（３）
八郎の息子で稽古通詞の佐十郎が今朝江戸へ向け出発した」と明
記しているから、少なくとも文化五年二八○八）の春までには
稽
古
通
詞
と
し
て
勤
務
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
か
っ
この年の三月、わずか二十二歳の若さで抜擢されて江戸に召され
ることとなり、その出発が前記ドウーフの日記により太陽暦の四
月三○日に当っていたわけなのである。なお、のち幕府に抱えら
れてからの文化七年二八一○）の記録にも、「稽古通詞馬場佐
（４）
＋即」とあるから、長崎の阿蘭陀通詞の職階制のうえ・では稽古通
詞に留まったわけである。
馬場佐十郎の抜擢は、当時浅草蔵前片町西裏にあった天文台で
高
橋
作
左
衛
門
景
保
を
中
心
に
世
界
地
図
の
翻
訳
刊
行
が
企
図
さ
れ
て
お
り、前年十二月に開設された地誌御用の局における本事業に彼の
語学の才が採用されることとなったにほかならない。文化六年に
なる高橋景保の「万国全図」「日本辺海略図」の作成にあずかつ
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て力を傾注したところである。
佐十即は所期の用が終っても、ひきつづき江戸在住を命ぜら
れ、その他の翻訳の命をうけて長崎に帰ることを得ず、ついに文
化八年五月天女方に蕃書和解御用という翻訳局が設置されるにお
よび、蘭学者大槻玄沢と相並んでその責任者ともいうべき地位に
ついた。そして平日享なきときは、江戸幕府最大の識訳事業とも
なった『厚生新編』の訳業に当るべきことを命ぜられたのである
が、その内実は、長崎から佐十郎を呼び戻そうという要望が大き
く、幕府がこれを拒否して江戸仁引留めておくための名目でもあ
ったのである。
かくて、同八年六月にはゴローーーン監禁事件に際して、幕命を
帯して松前に赴き、その取り調べに当り、ロシア語をも学ぶ。そ
の十二月には稟米歳銀伽刀を許され、幕府の士とゑなされるに到
る。さらに文化十年五月露船の松前仁来り、九月にゴローニンも
帰ったのであるが、この時も佐十即は文化六年以来天文台入りし
た
足
立
左
内
と
松
前
に
出
張
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
ド
ウ
ー
フ
は
陽
暦
の
一八一三年一一一月三日の条で「小通詞為八郎の息子で江戸滞在中の
（５）
通詞佐十郎が日本の十月二日に松前へ出立した」と述べてその行
動を明記している。同年江戸に立ち戻り十二月に到って馬場・足
（６）
立両名は魯西亜辞書取調御用掛を命ぜられ、翌十一年四月には幕
臣に取り立てられ小普請組入をすることとなった。越えて文政元
年（一八一八）五月十三日、イギリス船ブラザース号の浦賀に来
航
す
る
や
足
立
左
内
と
と
も
に
現
地
に
出
張
し
、
さ
ら
に
同
様
五
年
Ｃ
八
二一一）四月一一十九日再びイギリス船サラセン号が浦賀に来航する
阿蘭陀通詞馬場佐十郎の天文台勤務とその業績（片桐）
とまたまた足立とともに五月四日同所に出張、その応接の任に当
り、帰って褒賞を受けたが、惜しくも三十六歳の春秋に富む身を
もって七月二十七日暦局邸内の仮宅において病没した。仏證を持
貞院純信日敬居士といい、現今、杉並区の宗延寺にその墓碑があ
り、文政六年正月高橋景保三十九歳の撰文にかかる墓碑銘を存し
ている。
二
天
文
台
勤
務
稽古通詞馬場佐十郎の天文台入りは前述の通り、文化五年三月
であった。以後文政五年の夏に、その短かい生涯を閉じるまでの
十五年間は江戸を中心に彼の生活と活躍が展開する。
こ
れ
よ
り
先
、
明
和
八
年
Ｃ
七
七
一
）
の
夏
、
ベ
ニ
ョ
ウ
ス
キ
ー
三・吋旨少ロ四口の庁鈩］＆閂の局呉ぐ自国のご・『の園百が露国船に塔乗
して薩摩の大島に漂着、長崎のオランダ商館にあてて、ドイツ文
の書面をもって露国の南下の野心あるを我が官憲に報じ、在留オ
ランダ商館長アルメナウルトＣ目】の］しＨ日の目巳【および新任商
館長フェイト缶門の三三］］の日甸の】言は連名でこれを長崎奉行新見
加賀守・夏目和泉守に報告した。しかしその後、享なく済んだた
め、さしたる問題も生じないですんだが、安永七年・八年と続い
て
蝦
夷
地
に
露
船
が
出
現
し
て
通
商
を
請
い
、
寛
政
四
年
二
七
九
二
）
露
国使節ラクスマンレ＆目尻胃】］・ぐ言ぼ巨〆日目が伊勢の漂流民
大黒屋光太夫等を護送して根室に来航、通商を求めて拒絶にあっ
たが、この頃になると、ようやく蘭学知識も普及して識者の経世
論しきりに世に問われることとなって、幕府も蝦夷地の巡視なら
七五
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びに直轄化を行なってその具体的対策をたてねばならなくなっ
た
。
か
つ
、
こ
れ
が
必
要
の
直
接
・
決
定
的
動
機
は
文
化
元
年
二
八
○
四
）
九
月
六
日
、
か
つ
て
与
え
た
信
牌
を
携
帯
し
て
露
国
使
節
レ
ザ
ノ
フ
ニ丙・】＆句の弓・ａ［呂宛の風目・ぐが長崎港に現われたことによる。
レザノフは翌年幕府の強硬にしてすげない返答に接し退去した。
このため露船は翌文化三年九月に樺太に来たって松前藩会所を襲
い
、
さ
ら
に
翌
四
年
四
月
に
は
択
捉
島
に
、
同
五
月
に
は
利
尻
島
に
侵
冠
の
うえ幕府の船を焼くなどの暴挙に出るにおよんで、問題頻発・重
大化し、幕府の対処は急を要することとなった。
か
く
て
文
化
四
年
七
月
、
レ
ザ
ノ
フ
応
接
時
の
小
通
詞
格
馬
場
為
八
郎
に
加えて大通詞名村多吉郎の両名を江戸に召喚のうえ露西亜事情の
調査を命ぜられ、翌五月三月には蝦夷地出向を命ぜられ、松前に
到り、露人来憲の事後処理をすませて六年二月に御用済となって
（７）
江戸を発し長崎に帰った。
馬
場
佐
十
即
の
天
文
台
入
り
は
ま
さ
に
伯
兄
為
八
郎
の
蝦
夷
地
出
向
中
に
当
っ
て
い
る
。
佐
十
郎
の
採
用
は
前
記
の
通
り
天
女
方
高
橋
景
保
の
も
と
で
世界地図の雛訳刊行の事業助成に当るためであったが、と同時に
この期の幕府における外交事務、特に現地に出向して接衝・応接
の
実
務
に
当
る
技
量
が
必
要
重
大
視
さ
れ
て
い
た
に
外
な
ら
な
い
。
と
い
う
のは、佐十郎は単に語学の才に恵まれていたというだけでなく、
後述もするごとく応接時の会話にすぐれていたために外ならず、
ここに弱冠二十二歳の青年稽古通詞馬場佐十郎が公儀に召し抱え
られる理由が存したのである。彼の語学・会話の才の進歩はオラ
ンダ商館長ヘンドリック・ドゥーフの直接指導があずかって大き
七六
な効果を生んだものと思われるのであって、ドゥーフが述べる言
葉、一八一○年子の二度目の参府の際、子は江戸にて一人の和蘭通
詞
に
出
会
せ
り
。
此
者
は
長
崎
に
て
子
の
門
人
な
り
し
が
、
一
八
○
八
年
に将軍の命にて江戸に召出されしものなり。此の頗る俊秀なる
（８）
一同年は、本名馬場佐十郎と称す云戈
によっても容易に首肯されるところである。
佐十郎が江戸に出立して間もなく、その文化五年の秋八月十五
日二○月四日）長崎に突然来航した英艦フェートン号国・言・の・
二四の８口が一大欺臓・狼籍事件を惹起した。以後オランダ船・
異国船に対する臨検方法が厳重化して応接時の阿蘭陀通詞、また
多忙を極めることとなった。
す
な
わ
ち
唯
一
の
外
交
場
長
崎
に
お
い
て
は
、
幕
府
の
意
を
帯
し
て
長
崎
奉
行
曲
淵
甲
斐
守
景
露
は
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
ド
ゥ
ー
フ
の
協
力
も
得
て
、
鋭
意オランダ船・異国船に対する臨検方法の改革に当り、これは少
なくとも翌年夏六月には成案を得てその実行を各部署に司令する
（９）
までに到った。
これと同時に、先年のレザノフの来航ならびに前年のイギリス
軍艦フェートン号の来航事件に刺戟されて、この種の事件・応接
に対処する必要から、文化六年二月二十六日幕府はオランダ商館
の協力を得て、長崎の阿蘭陀通詞をしてヘトルについて露語・英
語
の
兼
修
を
命
じ
た
。
長
崎
奉
行
は
通
詞
仲
間
と
協
議
の
う
え
有
効
・
有
能
なる次の六名の人選を得てこれに命じた。すなわち阿蘭陀通詞
本
木
荘
左
衛
門
末
永
甚
左
衛
門
馬
場
為
八
郎
岩
瀬
弥
十
郎
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（⑩）
吉
雄
六
次
郎
馬
場
佐
十
郎
の六名である。これらの通詞の顔振れをみると、本木荘左衛門が
大通詞見習であるのを筆頭に、末永甚左衛門は小通詞、馬場為八
郎は小通詞格、岩瀬弥十即は小通詞並、吉雄六次郎は小通詞末席
で、馬場佐十郎は稽古通詞であって、比較的若年の精鋭をして講
習せしめようとのことかと受けとれる。
そこで長崎からは佐十即の帰還をうながしてくるのであるが、
草醗肘においてもこの有能な通詞馬場佐十郎の帰還に同意を与え
ず、左右の理由をもって江戸在住を延引せしめ、ついには文化八
年五月に到って天文台に蕃書和解御用の一局を設けてその責任あ
る地位につげてしまった。湛大な『厚生新編』訳述事業が平日事
なぎ時の課業として下命された意図も窺えるところである。
三
異
国
船
応
接
前述のようなわけで、江戸の天文台に詰める阿蘭陀迩詞馬場佐
十郎は天文・地誌・蕃書を精査取り調べるに席の温まる余裕も持
てなかったのが実情のようである。
『新撰洋学年表』によれば、文化五年早速魯国文書反訳に従事
せしめられており、苦心の末、訳文を成すことができたという。
「東北鍵靱諸国図誌野作雑記訳説」「帝爵魯西国誌」などが文化
六年に成っていることで理解できよう。また文化八年（一八二）
ゴローーーンの監禁されるに及び、命ぜられて松前に赴き応接に当
った。と同時にこの機会を利用してゴローニンより魯語の学習を
（ｕ）
受
け
、
そ
の
進
歩
箸
し
い
模
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
年
か
ら
天
女
方
に
蕃
阿蘭陀通詞馬場佐十郎の天文台勤務とその業績（片桐）
書和解御用が設けられて佐十即も平日享なきときは幕府の最大の
翻訳事業である「厚生新編」の訳述に従事することとなった。
一八一三（文化十）年の一一一月一一一日の日誌で商館長ドゥーフが
「小通詞為八郎の息子で江戸滞在中の通詞佐十郎が日本の十月二
日に松前へ出立した（中略）との通知に接した」とも記している通
り、天文台の同僚足立左内とともに蝦夷。松前に出張した。ゴロ
ーーーンらは九月に帰帆し、馬場・足立らも江戸に帰ったが、その
（、）
十
二
月
に
到
り
両
名
は
魯
西
亜
辞
書
坂
調
御
用
掛
を
も
命
ぜ
ら
れ
る
こ
と
と
なった。
右の両度に亙る松前出張の機会を利用して、馬場佐十郎・足立
左内両名は露語の学習が進んで、やがて、馬場佐十郎は「俄羅斯
語
小
成
』
『
魯
語
文
法
規
範
」
を
成
し
、
足
立
左
内
も
「
魯
西
亜
国
字
反
切
（週）
音訳」をあのしている。
降って文政元年（一八一八）英船プラザース号が浦賀に来航す
る
や
、
ま
た
足
立
左
内
と
と
も
に
浦
賀
に
出
張
し
て
応
接
に
当
り
、
越
え
て
文政五年再び英船サラセン号の浦賀に来るや、またまた足立左内
と同所に出張して、その時は都合四度にわたって異船との間を往
復し、応接の衝に当って責務を果した。
佐十郎が出張して現地で応接の任に当ったときの具体的様子に
（ｕ）
ついては、すでに別稿で論述した機会もあるので、詳細はそれに
譲るが、要はその異国船に対する応接方法の基本型式が長崎での
場合と同様であることが理解される点にある。
長崎以外の地に異国船来航の頻度のようやく高まってきたこの
期に、その語学、特に会話力が買われて、しばしば応接現地に出
七七
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張を命ぜられた馬場佐十郎は、そこで異国船応接方法の基礎を布
き、やがて、その経験と語学力を活かし、時代の要求に応えて応
接
通
詞
と
し
て
の
必
携
書
と
も
い
う
べ
き
会
話
書
を
も
編
集
す
る
に
到
っ
た。その書はその必要性から順次通詞・蘭学者らの間に転写され、
増
補
さ
れ
て
益
を
「
訳
司
必
要
」
の
書
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
写
本
の
（巧）
具体的伝存例としては、これも別稿に覆刻紹介した『醗舸諸厄利
亜語集成』や驫距輕錘藷集成』などがあり、伝存会話書の例が少
なく、ことに時代の推移を反映して、日本語・英語・蘭語の一一一ヶ
国語会話書なる内容の本書は頗る注目に値するものである。
さらに、足立左内も含めて天文台勤務の馬場佐十即の足跡をた
どるとき、鎖国政策を墨守してきた江戸幕府が、北方の対ロシア
問題、江戸近辺浦賀における対イギリス交渉などに直面・苦慮し
た時期に当って、彼らがその諸事件の多くに命をうけて出張し、
現地で応接に当っていることが理解できる。と同時に、それまで
の幕府天文台に、加うるに蕃書和解御用の一局を新設・開局せし
めた当初に当っていることも理解できるのであって、これは重大
な史的意義を有するかと思われる。
すなわち、従来「蕃書和解御用」の実態に関する考察・研究は
極めてとぼしく、皆無といっても過言ではない。しかし、右のよ
うなことから、この期の天文台、とりわけ蕃書和解御用の開局当
初においては、幕府最大の訊訳事業ショメールの「家事百科辞
典」を繩訳して実生活の利用厚生に役立つ「厚生新編』編纂に着
手・推進に意を注いだ時期に当っているが、これはすでによく言
われるごとく、「平日事なぎとき」の事業であって、幕府におい
四
語
学
に
関
す
る
業
績
－
１
文
法
書
ｌ
阿
蘭
陀
通
詞
と
し
て
の
馬
場
佐
十
郎
が
江
戸
に
来
て
、
有
司
な
ら
び
に
江
戸の蘭学者に与えた影響について、当時の蘭学界の泰斗にして佐
十郎とともに蕃書和解御用開局と同時にあげられて勤務についた
大槻玄沢が、その箸『蘭訳梯航』（文化十三年）の中で馬場のこ
とを評していうには、
生（馬場佐十郎を指す）〈弱齢ヲ以テ精力他に超二其業益進
ミ
其
精
学
ヲ
幕
フ
者
多
ク
シ
テ
、
従
滋
ノ
人
日
一
日
ヨ
リ
盛
ナ
リ
、
皆
柳
圃ノ遺教ヲ以テコレ一一授ク、是し即今都下ノ旧法廃シテ新法正
（咽）
式一一一変セルナリ
と述べて、その影響の多大であったことを特筆している。それは
「都下ノ旧法廃シテ新法正式一二変」するだけのものがあったか
らに他ならず、その新法とはいうまでもなく中野柳圃の道教を受
七八
て差し迫った急務は外交交渉の事務・文書の取調べにその必要が
あったのである。さればこそ長崎の現地の要求をおさえて馬場佐
十郎を在府・出仕せしめ、天文台員足立左内とともに外交々渉応
接の任に当てて諸所に出張せしめ、その間をぬってその任務に必
要な語学書の編纂をもさせるといった必要なる事情が在ったので
ある。天文台の主要スタッフがあげてその主力をこのことに注い
でいるということは、いうなれば蕃書和解御用の一局における主
要任務であったということが言明できよう。換言すれば、この期
の天文台は幕府の最高方針を帯して外交実務を所管する重要機関
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
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け、また自らの研讃を加えて確立したオランダ語文法の修得のう
え
に
展
開
し
た
翻
訳
方
法
に
あ
る
。
江
戸
の
蘭
学
者
の
間
に
は
そ
れ
ま
で
確
たる文法知識のうえに翻訳を進めるという方法が未発達で、かの
（Ⅳ）
『解体新書』翻訳当時の「坊佛」時代からも程遠からず、主力は
次代の大槻・宇田川らに移っていたとはいえ、佐十郎の出府当時
はまだ杉田玄白も存命中であった。したがって江戸の蘭学者の最
高峰と目される大槻玄沢をして「翁モ亦（中略）初学ト別二異ナ
（狙）
ルコトナシ」と嘆息せしめる有様でもあったが、佐十即の指導・
影響の著しく、かつ組織的なる成果のあがった様子をゑて、晩年
の
玄
白
も
「
わ
が
子
弟
孫
子
、
そ
の
教
へ
を
受
く
る
こ
と
な
れ
ば
、
各
々
そ
（、）
の真法を得て、正訳も成就すべし」とその安堵の胸のうちを吐露
している。
本稿では馬場佐十郎の教授の実地を追究する紙幅の余裕がない
ので彼の著した文法書を年代順に列記・概観してその様子をゑて
ゑたい。
１
蘭
語
冠
履
辞
考
二
巻
文
化
五
年
Ｃ
八
○
八
）
秋
月
成
。
の
ち
安政二年二八五五）に山路揚園が上梓。内閣文庫、静嘉堂
文庫、早稲田大学図書館などに所蔵。
２
蘭
語
首
尾
接
詞
考
一
冊
文
化
五
年
秋
八
月
成
。
写
本
。
従来、この書は学界に紹介されることがなかった。東北大学
図書館（狩野文庫）に一本を蔵している。
３
和
蘭
辞
類
訳
名
紗
一
冊
文
化
七
年
Ｃ
八
一
○
）
訳
。
写
本
。
マーリン、〈ルマの品詞分類。故板沢武雄博士旧蔵、天理図
書館現蔵。
阿蘭陀通詞馬場佐十郎の天文台勤務とその業績（片桐）
４
西
文
規
範
一
冊
文
化
八
年
（
一
八
二
）
訳
。
原
書
は
尻
目
‐
口の房ぐ四目□のＨ瑁囚］日函ｚのＱの昼昌［のｇのの冒目岸宮口の〔ぐＣｏＨ
ｑの］の巨魁》弓狸・初版は一七六九年ロッテルダムで出版さ
れ、二十版くらい重版の模様。
松村明教授および京都市立西京商業高等学校図書館所蔵。
５
－
訂
正
蘭
語
九
品
集
一
冊
文
化
十
一
年
二
八
一
四
）
成
。
柳
圃
中野先生文法をもとに和蘭詞品考ができ、これを整備・発展
して蘭語九品集ができ、さらにこれを馬場佐十郎が若干訂正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
日本学士院（川本幸民・清一関係資料）。静嘉堂文庫（大槻
文庫）。東京大学図書館。
６
和
蘭
文
範
摘
要
上
下
二
冊
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
成
。
志
筑忠雄が訳した「詞品考」の原典と目される三〕］］の日の①ミの］
（忌望ｌ］召Ｓｍｚ＆の己巨富ＯロのｍｂＨ囚畏百口の［》シ日の【のａ口日．
弓冨・の大要を訳したもので、詞品考、九品集より詳しい。
羽間文庫。京都市立西京商業高等学校図書館所蔵。
７
俄
羅
斯
語
小
成
十
一
巻
文
化
十
一
年
Ｃ
八
一
四
）
、
市
立
函
館図書館。
８
魯
語
文
法
規
範
六
冊
（
巻
五
欠
、
現
存
五
冊
）
文
化
十
一
年
□
八一四）。
巻一に文法規範附言があり「ゴローニン一八一三松前に於て
誌す」とあって、前年の文化十年（一八一三）十二月に馬場
佐十郎が足立左内とともに魯西亜辞書取調御用掛を命ぜられ
た研讃の成果である。中には俄羅斯語学小成ともふえ、馬場
七九
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史
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第
二
十
一
号
貞由訳述足立信顕参考、上原有次校閲と明記している。内容
は文学関係で殊に詩の翻訳を含んでいる。静嘉堂文庫（大槻
文庫）所蔵。
９
蘭
学
梯
航
六
巻
文
化
十
三
年
。
ハルマ・マーリンを参考になした文法書。六巻からなる大編
なれど現在は大正四年当時存した平戸嵐山家本から抄録した
（卯）
一冊本が京都大学一言語学研究室に伝存している。
五
語
学
に
関
す
る
業
績
二
ｌ
会
話
書
・
単
語
集
Ｉ（皿）
馬場佐十郎が、志筑忠雄や商館長ドゥーフに学び、ブロムホフ
らと交わり、また自らの本格的文法研究の基礎のうえに江戸の蘭
学者をして、組織的に指導をしたので江戸の蘭学界は一変したと
評された。しかし先にも記したごとく、江戸幕府がその当面せる
緊急要務すなわち異国船応接交渉事務に対処するに若冠二十二歳
の稽古通詞馬場佐十郎を抜擢した最大要因は翻訳力とともに彼が
会話力に秀でていた一事にある。松前・浦賀と度重なる現地での
応接経験を生かして、佐十郎はその実務に役立つ会話書を編纂
し、それら実地の衝に役立つ、実用語を集めて単語集を編纂して
いる。佐十郎の編集になる会話書あるいは単語集はその実用性がかわ
れて通詞や蘭学者の間に広く転写・流布した模様である。
そこで、次に佐十郎の編纂になる会話書ならびに単語集を列挙
・紹介して承たいと思う。
八会話書ｖ
八○
１鰄銅詰厄利亜語集成一冊墨付二十四丁
２憾唾籠錘讓集成完一冊墨付一一十丁
右は共に写本であって、１は日本学士院の所蔵にかかる蘭学者
川本幸民・精一資料に含まれている仮綴小写本で、その大尾に
此書く伊東玄朴氏一一借受ス元卜天門台一一テ馬場子輩ノ纂集校
成スルモノ也卜云う天保十年戊端午前模写養英軒主人識
とある。２は、京都大学附属図書館の所蔵にかかり、表紙に「洞
観堂秘笈」との記載があるの承で、何人の筆になる写本か、他に
手掛りはない。洞観堂なるものも、何人の塾名かあるいは書斎号
か知り得ない。
（犯）
右の両書を比較・検討して、同一系統の写本であることを別稿
ですでに論証し、特に１を覆刻して博雅の供覧に附して、その利
用を待ったので、本稿ではその結論だけを紹介して詳細は省略に
したがいたい。
二種の写本史料から判断されることは、
一、異国船応接の現地に臨んで、通訳官にまず要求される基
本的会話の例であること。
二、その会話例は、馬場佐十郎が何回か応接した方法の実地
に即応した内容と順序であることから、馬場の纂集校成に
なるものと記す奥書の記載は内容的に適正であること。
三、両写本に附いている申諭書例は異国船を帰国せしめるに
際し、申し渡した諭書の例であって、内容からして、文政
元年来航の英船ブラザース号に与えたしの、同五年来航の
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英船サラセン号に手交した諭書の実例であって佐十郎の起
草にかかり、文政七年の常陸国大津浜に上陸した英国捕鯨
船に与えた諭書は足立左内・吉雄忠次郎らが作った文例を
附加写本したものかと判断される。
四、鰄雨詰厄利亜語集成」だけに集録されている問答語句や
必要単語などの中には異国船から要求される欠乏品名など
が多いところから、やはり異国船薪水給与今発布以降、応
接掛の実務に役立つ語句・単語が追加収録されたものと判
断される。
五、「鰄胴詣厄利亜語集成』の奥書に記すごとく、天文台詰の
馬場佐十郎が彼に課された重要職務の一つである異国船応
接実務の中からきわめて実用的な応接会話例を蕊集したの
であるが、各地に異国船の出没頻度が増し、応接用員の多
数要求される情況の中で、幕府に出仕する蘭学者もこの種
の事務に徴用されるところがあった模様である。このこと
は馬場佐十郎なぎ後の天文台、あるいは年代はやや降って
蕃書調所の教授連が阿蘭陀風説書の翻訳をはじめ、外交事
務を兼担させられていることからも容易に理解される。こ
のような必要時であったなればこそ幕医伊東玄朴が写本
し、蟄居の身ではあっても、その実力が注目されていた閲
学者川本幸民にも筆写せしめて、しかるべき時のために用
意すべき必要があったわけである。したがって鰄鈑銅錘讓
集成」の筆写人物も当然、右に述べた必要視された範囲内
の蘭学者の一人であったはずである。
阿蘭陀通詞馬場佐十郎の天文台勤務とその業績（片桐）
３
魯
語
全
一
冊
静
嘉
堂
文
庫
（
大
槻
文
庫
）
所
蔵
。
これは次の単語集の項で解説する。要は本書の後半に若干の
「成語」が附載されており、ロシア語の熟語と短文会話例が盛り
込まれていることである。項目だけ掲げておく。
第一参着粛客、第二問答、第三天気、第四時刻、第五諸事、第
六、第七尋問、第八睡眠、第九旅行、第十朝飲、第十一買売。
八単語集Ｖ
１
魯
語
全
一
冊
静
嘉
堂
文
庫
（
大
槻
文
庫
）
所
蔵
。
馬場佐十郎が文化八年前松前出張の折に、、コローーーン一行より
伝習した成果の一つである。次の各部門のロシア語の単語が集録
されている。
天
文
地
理
時
今
宮
室
家
具
閨
房
之
品
庖
厨
之
品
食
料
食
用
器
品
飲
料
服
飾
武
器
武
官
及
武
備
雑
名
馬
類
及
馬
具
獣
類
魚
類
虫
類
鳥
類
人
体
性
情
疾
病
親
族
人
品
文
書
金
銀
及
度
量
国
名
属
名
辞
数
辞
属
用
辞
冠
辞
接
語
辞、代名辞動辞。
２国・］］目＆の＆の口］目目の＆二・・ａのｇｏの【・西語訳撰一
冊一三四頁森田千庵自筆写本。新潟大学医学部図書館所
蔵。
右の筆写人森田千庵は越後加茂出身の蘭方医で京都の蘭学者藤
林普山、江戸の蘭学者宇田川榛斎に学び、シーポルトにも短時
（鰯）
日師事した人物である。表題の下欄には特に（《ぐの旬［目】のロｇｏ・旬
因四首目日・〉》と明記し、一異表紙には愚《言妙のの目四口ごと森田千庵
が署名して、千庵愛用の印四顕屯捺している。貫くの月日ロ］のロｇｏ○吋
八一
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国四叩目目Ｈ・薯とは「馬場佐十郎による翻訳」という意味であっ
て、本稿の正に主人公である。内容の仕組はイロ〈分にしてあ
り、さらにその各項目内が更に天文、地理・時令、数量、宮室、
人品、家倫、身体、器物、衣服、飲食、銭穀、采邑、人事、動
物、植物など十六門に分類されているのである。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
ま
で
点
検
す
る
と
、
右
の
「
西
語
訳
撰
」
に
非
常
に
似
た語学書を思い出す。それは次の辞書である。
星の巨冨ぐの蘭、日の罠］砦目の①口国。］］ロ巨切・豈三・・己の弓・の岸
。・・吋旦の曰く・厨【ぐ目屋の庁田凹己の・富ごｚ四百（の言冒四目。Ｓ
冨囚のロ国富・骨旦のの】・胸＆日再三凶］ロ日の目四月【四三百国］・’
一○の」》ＨｍＨＣ・
これを訳せば、
中
津
藩
主
源
昌
高
に
よ
る
新
編
日
蘭
辞
書
一
編
家
臣
神
谷
弘
孝
に
よ
る
出
版
一
八
一
○
年
となる。これは、葉亭の文化庚午仲秋年（七年一八一○）の凡例
から『蘭語訳撰』の書名をもって弘通し、馬場貞由（佐十郎）が
蘭文の序文ぐ・・月＆のを寄せていること全て周知の通りである。
この『蘭語訳撰」の内容の仕組もイロハ分にして、さらにその各
項目内を天門、地理、時令、数量、宮室、人品、家倫、官職、身
体、神仙、器用、衣服、飲食、文書、銭穀、采邑、人事、動物、
植物の十九門に分っている。
『西語訳撰』『蘭語訳撰』ともによく似た仕組であることに気
付く。そこで試承に一例として、伊項の天文部を掲げてふれば下段の
八二
イ
リ
ヒ
表の通りである。（但し、納日などの日本雪函とそのルビはタテ書
であるが印刷の都合上横書にした。）
こ
れ
を
承
て
同
じ
で
な
い
と
い
う
人
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
同
一
内
容
で
あることが明白に証明されるわけである。
右の事実は、馬場が中津侯の『蘭語訳撰』に寄せた蘭語序文に
「それまで私が暗記していた所のオランダ語を挙げて悉く侯の家
馬場：西語訳撰 蘭語訳撰昌高柾細雷》電何乾
イ
イリヒ
納日
イカヅチ
雷
イナピカリ
電
イヌイ
乾
ondergaandezon Ondergaandezom
donder Ｄｏｎｄｅｒ
リ
blexem B1exem
noordwest NoordWest
臣
神
谷
弘
拳
に
書
き
写
さ
せ
た
の
で
あ
る」という一節に符合するのであっ
て、しかも、いま、「暗記していた
所」を口述伝授したのでなく、すで
に馬場が記憶して纏めておいた「西
語訳撰』なる日蘭語彙集があって、
その筆記を許したことが理解できる
のである。
さらに、馬場は蘭語序文中で「そ
の後、侯自身も多くのオランダ語を
蒐
集
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
れ
が各項目中の各門が『西語訳撰』の
十六門から『蘭語訳撰』の十九門に
三門増加していることにも関連する
ことかと考えられるが、両者の各項
目・各門の全般に亙る比較検討は別
稿にゆずる。要は、有名な「蘭語訳
撰』の内容の大部分が、すでに馬場
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の訳述輯録しておいた『西語訳撰』の内容そのものであることが
証明されたことで十分である。したがって馬場の『西語訳撰」の
蘭文表題にくのＨ日ロ］のｐＱｏｏＨ寄薗四目Ｈ・と明記してあるに比し
て、『蘭語訳撰』の蘭文表題には単にｇｏ門とあるにすぎず、凡
例にも「毎類皆共二先覚師友一一請フテ其東西諸言彼是全ク切当ス
ルモノヲ撰上坂テ」とある文言の背景が判読されるところであ
る。
六
世
界
地
理
・
歴
史
に
関
す
る
業
績
馬場佐十郎は長崎の地に生を掌け、阿蘭陀通詞となり、公儀の
抜擢を受けて江戸に上り、蝦夷地ならびに浦賀表へ異国船応接に
た
び
た
び
出
張
し
た
。
いずれの地においても佐十郎に課せられた第一の任務は異国船
・異国人との応接にあり、それが関係の取り調べにあった。この
ことはこの事務が当時幕府の対外政策の急務の内にあることであ
ったと同時に、佐十郎をして否応なく鎖国日本の枠を越えて、世
界に眼を向けさせることにもなった。ここから佐十郎の世界地理
・歴史に関する意識が展開し、業績が結実する。
右の成果は、直接下命に応えてなしたしのとしては、文化六年
Ｃ八○九）の秋になる『東北鍵魍諸国図誌野作雑記訳説』六巻
六冊があり、また翌七年二八一○）仲冬になった『帝爵魯西亜
国誌』なる翻訳がある。前者の原書は墨８］：二言のロの因のの，
、冨号旨ぐ目○・ｍ【のｐｚｏｏａ弓日日皇の］『のｍであって、鍵靭
ニゾ
の
北
の
諸
国
な
ら
び
に
野
作
島
を
詳
記
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
訳
で
あ
っ
て
阿蘭陀通詞馬場佐十郎の天文台勤務とその業績（片桐）
一‐己已ノ孟夏崎鎮士屋君」の勧奨によって訳述呈上したもので
ある。後者は］呉・ワ卑・の。①］の［（佐十郎は］鼻○ヶを目・盲目の⑩
と誤っている）の箸になる国璽・凶のぐ目【の旨の監房閃巨のの］四目
（正式書名は非常に長い）の交易篇を抄訳したものである。さら
に内命を受けて翻訳に当ったものとしてコローーーンの『日本幽囚
記』を挙げねばならない。これは文政四年（一八二一）に翻訳に
着手し、進捗したが、翌文政五年夏、業の終るを見ず死去するに
及び、後は天文台の杉田立卿・青地林宗が訳業を継承して、同八
年（一八二五）十月、本編十二巻に附録二巻をつけて訳了した。
これが世に周知の「道厄日本紀事』であって賛言を要しないとこ
ろであろう。
ここでは、佐十郎に関する次の二点を紹介しておきたい。
それは第一に、幕府天文台の蕃啓和解御用に仕える佐十郎が江
戸幕府のオランダ商館長一行に江戸の蘭学者が面談に赴いた際、
通弁役を勤めて貢献したことである。
それまで江戸参府の蘭人一行への対談は、官医桂川甫周や天女
方高橋作左衛門を通じて事前に在府の長崎奉行に希望の旨を申し
出て許可を得、対談当日は宿所長崎屋源右衛門方で附添通詞の立
（型）
合・通弁を介して行われるのであった。しかし、これは手続の煩
雑さ、附添通詞の用務多忙なるため、対談に赴いた江戸の蘭学者
にとっては十分の時間を得て稗益を受ける余裕もなかった模様で
あった。事実「長崎奉行に掛合一一而時日を間合罷越候段、彼方一一
も差支多く、精々一度罷越、通詞其外立合等迷惑一一も可有御座侯
と暫時一一引取候得共、対談と申名而己一一多く承度儀を委敷不承事
八三
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（お）
も御座侯」という状態であった。
文化庚午年Ｃ八一○）はオランダ商館長の江戸参府の年に当
っており、ヘンドリック。ドゥーフが随員として簿記役ジルク・
ホゼマン豆烏の・いの日目と上外科医ヤン。フレデリック。フェ
イルケ］目卑＆の凰丙句の〕］片のを従え、大通詞中山作三郎が附添
って、一行は四月二日に江戸に着いた。この度も例によって対談
が行なわれたが、特にこの年のことは大槻玄沢の『西漬対晤』に
詳細なる記録が載っている。その文化七年「庚西漬対話記三月
十七日の条に「搬酷趨詞帆綱蠅弁通弁馬場佐十郎」とふえていて
新たに馬場佐十郎が対談の通弁を勤めることとなったことがわか
る。これは注目すべきことである。それまでの参府附添通詞は長
崎の阿蘭陀通詞仲間のうち年々大通詞一人、小通詞一人が交替で
その任を務めたのであって、稽古通詞はその任を命ぜられていな
い。それが佐十郎において任命されたということに大なる意義が
ある。さらに、この文化七年は、佐十郎が天文台入りをしてから
初めての参府の年に当っていることである。これを考え合せてゑ
るに、ここでも佐十即の語学力特に会話力が買われたことのよき
証左以外の何ものでもない。また、この年の対談の模様をふる
に、医学上の問答が承られることは恒例のことであるが、この外
に、オランダの主要都市の社会状態、特に学校教育。病院施設に
関する質問が承えており、さらに
一
イ
ギ
リ
ス
船
軍
将
ノ
名
碩］豈君・ａどの］〕の目齢叶九弐十歳位二見１性質温和ナル者
ア
ド
ミ
ラ
ー
（
記
）
ナリシト父〈本国一一テ軍惣大将ナリト
八四
などとゑえ、支那交易のことや、○日■ぬの営昌のを説明するに、
「培養スルムＥの如き屯のであって「魯西亜等殊一一コノ設ケァ
リ」などとも承えて、話題の広く、時事を反映した内容であるこ
とを知ることができる。いうところのイギリス船軍将ノ名○宣
ゴＣａ己の］］のロばかの文化五年（一八○八）夏長崎港を侵憲した英
艦フェートン号国・言・の・二四の８口のキャップテン・ペリュー
ョの①（ョ。＆国・肉・句の】］のョに他ならないところである。フェート
ン号事件惹起当時ならびに事後処理に苦慮・活躍した商館長ドゥ
ーフから、始めて直接に聞く話であったわけであり、佐十郎仁と
ってば語学学習上の恩師でもあって面談・通弁も一入のことであ
ったと想像にかたくなく、大槻玄訳が手記した
同
夜
一加比丹部屋一一於テ三人酒宴ノ処へ至リテ寛語ス左十通弁
（”）
木
ウ
セ
マ
ン
ヘ
ル
ヶ
同
坐
献
酬
ス
などの一節を眼にするとき、その夜の対談の状景が如実に浮かび
上ってくる。
さて、第二に紹介すべき点は、佐十郎が江戸の天文台の蕃書和
解御用の局において海外情報の調査・翻訳に当っていたという事
実である。
蘭学者小関三英は文政九年（一八二六）四月の交に、参府の商
館長スチュルレル］・目二筐の日ロ①の日匹の門と対話してその模
様を記録している。因にこの時の参府一行には外科医としてシー
ポルト豆・旧乞甘已卑目困ぐ・口盟①す。］。、薬剤師・筆者として
ビュルヘル国の旨国＆切身ｍの、が従い、大通詞末永甚左衛門・小
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通詞岩瀬弥十郎が附添っていた。
右の対話筆記の中で馬場佐十郎が魯使ゴローーーンから聞いたナ
ポレオンの話や、フランス革命に関する知識も紹介しており、
佐十即ガ話一一〈ホナ〈ルテ自分十六世王を殺して自立してロー
（躯）
テウェイキ第十七世王と自称せしよし、此風説書誤ならん
との引用・註記を行っているところを承ると、佐十郎が明らかに
天文台において阿蘭陀風説書を閲読。検討し、異国船応接の際に
はその公的使命と自らの関心興味から世界情勢の把握に努めてい
る様子を理解することができるのであって、すこぶる注目すべき
一事かと思われる。これは、この期の天文台が、本来の編暦事業
に
加
え
て
、
外
交
上
の
必
要
か
ら
、
そ
の
台
内
に
「
地
誌
御
用
」
な
ら
び
に
「蕃書和解御用」の部局を設けて時宜の必要に対処したことの反
映であるとともに、この種の業務に向く人材の払底した時に佐十
即
の
活
躍
に
待
つ
こ
と
の
い
か
に
大
な
る
も
の
が
あ
っ
た
か
の
よ
き
証
左
と
判断すべきものといえる。
七
自
然
科
学
に
関
す
る
業
績
佐十郎は天文台に籍をおいて、異国船応接、外交文書の翻訳・
調査、海外事情の調査に寧日なき状態であったが、『新編洋学年
表』はじめ請書に記す通り、「平日事無き時は百科全書の反訳」
という大事業をも課せられていた。
右の翻訳は板沢博士も評されるごとく、江戸幕府最大の翻訳事
業となったもので、現に葵文庫に『厚生新編』の清書稿本が残っ
（羽）
ている。阿蘭陀通詞馬場佐十即の天文台勤務とその業績（片桐）
もっとも、右の翻訳には馬場佐十郎の多忙を救うべく、蘭学者
大槻玄沢をして
（卯）
御役宅へ相詰馬場佐十郎手伝可仕候
と達せられている。
佐十郎の翻訳は鋭意その没年まで続けられた。
さらに、この期の諸般の要請から、この他にも種々の科学的分
野の翻訳を行っているであって、次にそれを概略列挙紹介してゑ
る。１琉
璃
宝
鑑
二
巻
二
冊
文
化
七
年
（
一
八
一
○
）
成
。
原
書
は
ボ
イ
ス国＆の．固腎の吋（の著書で、ガラスの製法に関する部分の抄
訳である。静嘉堂文庫所蔵。
２
天
気
計
儀
訳
説
□
名
「
機
示
模
墨
的
示
」
と
も
ま
た
「
占
気
筒
訳
説」とも表題されている）文化七年（一八一○）訳。一冊バ
ロメーター晴雨計の翻訳である。これはボイスの韻府第二巻め
に当る部分と、ショメールの第七巻に当る部分の二種の抄訳で
ある。それぞれ図および図説よりなる。静嘉堂文庫、日本学士
院所蔵。
３厚生新編共訳。文化八年（一八二）一一一月より起業、この
年に第一冊がなり、以降、少なくとも第二冊、第三、第四冊に
参与している。原本はｚ・の］ｅ・白の］西日ｇｏ目の］算三・・閂’
吊弓・の］【をオランダの］・缶・ロの○宮］日。（が増補一訂正して蘭
訳した一七七二年版（八冊）を底本として、庶民の利用厚生に
役立つ諸項目を、請書を参考して訳述したものである。
４
泰
西
彗
星
論
訳
草
文
化
八
年
（
一
八
二
）
訳
原
本
は
英
人
マ
ル
八五
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チン国の旦囚員口冨四三口の一七四四年出版になる蘭訳本国〕‐
・田・＆のｇの○三のＨ言曽の門・『窮理全書」の巻之二第五章である。
彗星、特にハレー彗星のことにも言及。問答体の原書に訳者の
按を附し「三彗星遊輪之図」なる原図ものせ、末尾に文化八当
年の秋八月二十八日出現の彗星を浅草暦局で観測の模様を図解
記
録
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
の
参
考
翻
訳
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う。日本学士院所蔵。
５
泰
西
度
量
考
一
冊
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
秋
の
編
輯
に
な
り
、
のち桂川寧（甫賢）の増補を得たものが伝えられている。長崎
県立図書館所蔵。
６
新
巧
暦
厄
日
多
国
星
学
原
訳
草
一
冊
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
。
新巧暦書二巻中のエジプト星学原訳草で二八一一一章より一一一○八章
に当る抄訳である。「附言」によれば、「文化九年九月旙訳官
臣馬場貞由誌」と謹厳に記し、高橋景保の閲校を得ているか
ら、天文台における公的翻訳であると判断される。羽間文庫所
蔵。
７
泰
西
時
規
図
説
全
（
時
計
図
説
）
一
冊
文
化
十
四
年
冬
二
八
一
七）ケレルクの十四冊本格物窮理書にのっているところを訳し
たもので、図と図解を附している。東北大学狩野文庫所蔵。
８
遁
花
秘
訣
文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
訳
。
の
ち
嘉
永
三
年
二
八
五
○
）
お
よ
び
安
政
二
年
ロ
八
五
五
）
に
『
魯
西
亜
牛
痘
全
書
』
の
題
名
で刊行。原本は一八○五年モスクワで出版された『牛痘の全般
的接種により痘瘡感染を完全にまぬかれる方法』なる書の「痘
瘡感染を完全にまぬかれる方法」の部分だけを訳したものであ
八六
って、実にジエンナーが牛痘接種成功後、わが国紹介の噴矢であ
（、）ろ。
９究理摘要文政五年（一八二二）訳。（未見）
ｍ
泰
西
七
金
訳
説
七
巻
三
冊
安
政
年
間
の
木
板
本
。
金
。
銀
。
銅
・
（犯）
鉄・錫・鉛・水銀の冶金を記述している。嘉永七年版五冊。
、
魯
西
亜
国
算
学
手
引
草
一
冊
共
訳
。
原
本
は
一
七
八
四
（
天
明
四）年、。ヘテルベルグ出版の入門書で、義訳したものという。
題篭は「算学釈語」とある。巻末に附してある観斎の識語によ
れば、本書は文化中ゴローーーンが松前に遭厄の際、足立信顕
（左内）・馬場貞由（佐十郎）がこの書を成し、馬場が渡辺皐山
に贈り、峯山がさらに観斎内田五寛に贈ったものであるとの継
緯が記してある。東北大学狩野文庫所蔵。
結
一一一一戸
長
崎
出
身
の
阿
蘭
陀
稽
古
通
詞
馬
場
佐
十
郎
の
短
か
い
生
涯
を
ゑ
て
き
た。その事蹟は彼の上司であり幕府天女方を勤めた高橋作左衛門
景保の撰文になる墓碑銘を手懸りに零細な資料をもってようやく
概観するとこであるが、その活躍は文化五年（一八○八）に江戸
の天文台に召されてから見るべきものがある。
佐十郎がその力量を発揮して挙げ得た成果を、試みに分類して
私案を示せば、すでに小論の章立にもなしたごとく、
１語学に関する業績のうちでも、特にオランダ文法書の翻訳
・修得から組織的教授法をもって江戸の蘭学界をはじめ、広
く以後の斯界に影響をおよぼしたこと。
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２
語
学
に
関
す
る
業
績
の
う
ち
で
も
、
従
来
兎
角
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
彼
の
単
語
集
の
作
成
、
会
話
書
の
纂
集
な
ど
に
関
す
る
努
力
の
結
晶
は
、
彼
が
負
っ
た
責
任
あ
る
公
務
に
奉
仕
す
る
中
か
ら
編
永
山
さ
れ
た、いわば実用が生んだ成果であって、専ら実用の具あるい
は必携書となって、必要視される範囲の人達の間に普及して
増補されていったものである。もって彼の力量と果した影響
力の大きさを知るべきものかと思われる。
３
世
界
地
理
・
歴
史
に
関
す
る
業
績
と
し
て
、
特
に
欧
亜
の
社
会
に
対
する意識が随所に認められ、翻訳・通弁を通じて、天文台あ
るいは江戸の蘭学者達に、公私に亙って周旋・貢献るところ
多
々
あ
っ
て
、
彼
の
果
し
た
功
業
決
し
て
看
過
し
え
な
い
も
の
が
あ
）ＣＯ
４自然科学に関する業績として記録されるべきは、専ら該分
野
に
お
け
る
彼
の
翻
訳
・
紹
介
の
功
績
に
あ
る
。
中
で
も
『
厚
生
新
編』の公的記述をはじめ、露船応接の際、ゴローーーンから贈
与
さ
れ
た
種
痘
書
か
ら
訳
し
た
『
遁
花
秘
訣
』
は
わ
が
国
に
お
け
る
ジ
エンナー種痘紹介の噛矢の栄を担っておるし、彗星に関する
訳業は天文台業務に密接な関係が認められる。その他、度孟
考、算学等、比較的薙礎的科学の諸訳業も蘭学者に与えた影
響が認められて頗る注目に値する。
さ
ら
に
、
以
上
の
諸
分
野
は
、
決
し
て
独
立
・
無
関
係
に
成
っ
た
も
の
で
はないのであって、阿蘭陀通詞にして天文台蕃書和解御用に抜擢
さ
れ
た
本
務
の
範
囲
を
越
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
。
む
し
ろ
江
戸
幕
府が直面・苦慮したこの期の異国応接・外交文書翻訳の急務を抱
阿蘭陀通詞馬場佐十郎の天文台勤務とその業績（片桐）
え
た
天
文
台
の
要
員
と
し
て
、
十
分
耐
え
て
活
躍
し
得
た
青
年
ス
タ
ッ
フ
の
力
量
か
ら
派
生
し
、
結
実
し
た
成
果
に
外
な
ら
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
である。
なお史料的制約から触れ得なかった佐十郎の訳業も若干残って
お
り
、
ま
た
人
間
佐
十
郎
を
め
ぐ
る
諸
問
題
や
公
務
の
か
た
わ
ら
、
オ
ラ
ン
ダ語学を主とした塾を経営して、その影響下から幾多の俊秀を輩
出
せ
し
め
る
な
ど
興
味
を
引
く
点
が
あ
る
。
し
か
し
許
さ
れ
た
紙
幅
も
超
過
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
一
切
他
日
躯
を
執
る
こ
と
と
い
た
し
た
い。註（１）馬場佐十郎の小伝については、
勝
俣
錘
吉
郎
氏
「
語
学
の
逸
才
馬
場
佐
十
郎
」
新
小
説
第
三
十
一
年第七号（大正十五年七月）。
呉秀三博士「シーポルト先生其生涯及功業」。
板
沢
武
雄
博
士
「
洋
学
界
の
新
進
馬
場
兄
弟
」
歴
史
教
育
第
六
巻
第一一号（昭和三十三年十一月）。
沼
田
次
郎
氏
「
馬
場
貞
由
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
」
蘭
学
資
料
研
究
会研究報告第一九八号（一九六七・七）。
ら
が
代
表
的
と
思
え
る
が
、
墓
誌
銘
を
中
心
に
、
語
学
面
に
関
す
る
研
究
が
主
で
あ
っ
た
。
（２）板沢博士（１）。呉博士（２）。
（３）国の口号涛ＤＣの魚ｍＤｍｍＨの囚の（の局、のロ。＆のロョー［○○日ロ。】Ｈ
三四ｍ口閏○重）》少ロロ○房◎の。
（４）大槻玄沢「西漬対晤」。
八七
Hosei University Repository
法
政
史
学
第
二
十
一
号
（５）国の己凰歸己○の館函己鑓吋の、重の甸胆の旨○己の自旨、｛○・日宮○片
ｚ口傾協四．底］》レロロ○房届。
（６）大槻如電『新撰洋学年表』昭和二年一月。
（７）大槻如電（６）。板沢博士（１）。
（８）斎藤阿具博士訳『ヅーフ日本回想録』異国叢書。
（９）片桐一男「フェートン号事件が蘭船の長崎入港手続に及ぼ
したる影響」法政史学第十九号（昭和四十二年一月）。
（、）大槻如電（６）。
（、）「日本幽囚記』岩波文庫。
（⑫）大槻如電（６）。
（Ⅲ）片桐一男「静嘉堂文庫所蔵大槻家旧蔵蘭書考」蘭学資料研
究会研究報告第七十一号（昭和三十五年十月）。
（Ⅲ）片桐一男「幕末における異国船応接と阿蘭陀通調馬場佐十
郎」海事史研究第十号（昭和四十三年四月）。
（巧）片桐（Ⅲ）の附録参照。
（巧）大槻玄沢『蘭訳梯航』下（大槻茂雄『磐水存響』乾）。
（Ⅳ）板沢武雄博士『日蘭文化交渉史の研究』昭和三十四年一一
（肥）大槻玄沢『蘭訳梯航』下。
（、）杉田玄白『蘭学事始』（岩波文庫）
（別）杉本っとむ氏「大槻玄沢に関する二三の考察」早稲田大学
図書館紀要第九号（昭和四十一一一年三月）。
（Ⅲ）沼田次郎氏「馬場貞由の和蘭文の書翰について」日本歴史
第一一四一号（昭和四十三年六月）。
月
。
二
一
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頁
。
八八
（卵）片桐（Ⅲ）。
（
昭
）
片
桐
一
男
「
蘭
医
森
田
千
庵
伝
研
究
」
法
政
史
学
第
十
四
号
（
昭
和三十六年十月）。．
（皿）大槻玄沢『西漬対晤』。
（妬）排秣新聞。
（邪）大槻玄沢（４）。
（Ⅳ）大槻玄沢（４）。
（肥）小関三英「挑秣新聞」。
（別）板沢武雄博士『日蘭文化交渉史の研究』。一一七五頁。
（別）大槻如電（６）。
（皿）村山七郎氏「日本最初の牛痘法文献の原書」。「遁花秘訣原
書の和訳」順天堂医学第十一巻第二、四号、第十二巻第一
号（昭和四十年、四十一年）。
（釦）三枝博音博士編解説『日本科学古典全書』第十一一一巻、昭和
二十一年六月。
一九六八・一二・九稿一九六九・二・一八加筆
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